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バ ー バ ラ 少 佐
Major Barbara 13巻

英ガプリエル ・ バ スカル ・ プロ1941年作
原作 ・ 脚色 ・ 台詞・・・・・・・..バーナード ・ ツョー

製作 ・ 監督・・・・・・・・・・・・・・・ガプリニル ・ バスカル
音楽・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•ウィ リアム ・ ウオルトン

〔主演者J ウェンディ ・ ヒラ ー 、 ロバート ・ モーレ
ィ、 レ ッ クス ・ ハリスン、 ロバー ト ・ ニュ ートン

「バ ー バーラ少佐」とハ ー ナ ー ト・ ショ ー

清 水 晶

19 世紀の終りから20 世紀の始めにかけて、 世界の
劇壇に一時代を劃したジョー ジ ・ バーナード ・ ショー

(1856~1950) は、 有名な映画ぎらいとして知られて
いた。映画がまだ字幕まじりの無声だった頃のことだ
が、 「映画が芸術になる道はただ一つ、 それは画面が
全部字幕になることだ」などという彼一流の皮肉をは
いて、 彼の闊作の映画化の申し出には頑として応じな
かった。

それもその筈、 彼の作品は、 普通一般の劇の通念と
違って、 人物の動きで示すドラマティ ッ クな要素が少
なく、何かの主義や観念にこりかたまった人物同士の、
饒舌な言葉のやりとりの中に盛られたシニカルな機智
や逆説による、 いわば戯曲の形を借りた思想エッセイ
とでもいうべきものであるから、 それを “言葉を持た
ない'’映画に移しかえることは、 彼として到底許しが
たいことだったろうし、 映画が営利主義の申し子とな
っていることも、 潔癖な彼の映画ぎらいに拍車をかけ
たに違いない。

映画がやがてト ー キーとなり、 言葉を持つようにな
ってからも、 暫くは彼がこのかたくなな態度を崩さな
かったのは、 映画企業のありかたに対する不信からで
あろう。その彼が、 どういう風の吹きまわしか、 悔水
浴場で知り合った一映画プロデュ ーサーに、 彼の全作
品の映画化権を与えた。それまで独立プロデュ ー サー

として、 伊、 仏、 独、 英の各国を転々していたガプリ
エル・ バスカルがこの幸連の主である。

こうして、 バ スカルのプロデュ ースのもとに（とき
にはパ スカル自身、 監督も兼ねて） 、 「ビグマリオン」
(1938)、 「バ ー バラ少佐」(41)、 「ツ ー ザーとクレオ
バトラ」(46)、「アンドレクロスと獅子」(52)の4本
のショウ作品の映画化が実現した。この中、 わが国で
一般に封切られたのは、 後の二作だけだが、 「ビグマ
リオン」は、 この「バ ー バラ少佐」とともに、 国立近
代美術館のフィルム・ ライプラリ ー に収められている。

これらの映画が作られた頃は、 ショウはすでに80オ
を越えて、 功成り名遂げた完全な隠遁生活に入ってい
たが 、 蔑いたことには、 彼の歿後の製作である「アン
ドレクロスと獅子」を除いて、 前三作ことごとくに彼
が脚色者として名を連ねている。その上、 この「バー

バラ少佐」では、 始めに観客に宛てたショー自筆の手
紙がインサー トとして示されるが、 そこにもられた彼
一流の皮肉と自信と並んで、 そこに自作の映画化を他
人まかせには出来ない、 極度に黎癖なものを感じたの
は私だけであろうか。

50年、 ショーはこの世を去り、 パ スカルも54年に死
んで、 やかましかったショー作品の映画化権の独占も
終った。最近「悪麗の弟子」がバート ・ ランカスク ー

一党によって映画化されたのはこのためだが、 もし、
ショーが生きていたら、 きっと彼自身脚色の筆を執っ
て、 あんなランカスタ ー ごのみの改変は許さなかった
ことだろう。

さて、 本題に入って、 「バーバラ少佐」は、 ショー

1905年の作である。1905年といえば、 わが国ではちょ
うど日露戦争のときに当り、 西半球では第一次モロヅ
コ事件によって独仏間の関係が著しく悪化し、 すでに
大戦の前駆的徴候を呈していた。ウィルヘルムニ世治
下のドイツは勿諭のこと、 ヨーロ ッパ の列強は揃って
軍備の拡充に努め、 後世でいうところの軍需工業の独
占化が緒についた頃であった。

一方、 下層階級への布教を目標に、 ロンドンに発足

した救世軍は、 当時 すでに 40 年 の歴史を持っていた
が、 貧民たちを教会に送りこもうとした当初の運動に
失敗してからは、 非教会主義と社会事業に転じて、 教
会中心の教派に対して野党的な窟闘を続けていた。

こうした時代相の中で、 独占資本の威力が、 下｝習階
級に対するひたむきな宗教的努力にこともなげに打ち
勝って行くというこの作の主題は、 今日では必ずしも
目新しいものではないかもしれないが、 当時、 こうし
たことを、 このような形で表現してみせるということ
自体、 きわめて斬新な、 予言者的勇気を必要とするこ
とであったに違いない。これに伴って、 台詞がいささ
か観念的なのも、 ショー作品の特徴である。

この映画が作られたのは、 原作が書かれてから36年
後の1941年、 ちょうど第二次大戦のさなか、 イギリス
がダンケルクの苦杯からようやく反攻の体制を固めた
頃のことであり、 これを今 こうして わが国で見るの
は、 それからまた20年近くたって、 ご存じのような米
ソ冷戦のさなかである。今となってはテーマそのもの
に、 原作発表当時の よ う な新鮮さは望めないとして
も、 一大軍需工場のジ ー ンを前にしては、 歴史はくり
かえすの惑が深い。

出演者ふ1956年に物故したロ バート・ニュ ートン
を除いては、 主演のウェンディ ・ ヒラーを始め、 レ ッ

クス・ハリスンにしても、 ロバート ・ モーリイにして
も、 今日なお健在、 ウェンディ ・ ヒラーは昨年、 「旅
路」の好演でアカデミ ー助演女優賞を受けている。珍
しいのは、 デボラ・カーがまだ少女気のぬけない可憐
な姿を見せていることで、 彼女は当時19オ、 これが彼
女の映画初出演であった。

スタ ッ フの中に、 編集者としてデビ ッド ・ リーンの
名が記されているのも、 そぞろ時代を惑じさせで隈し
い。リーンは当時、底ij映画の編集に専門にたずさわり、
監督として名乗りを挙げたのは、 これから 2 年ほど後
のことである。

国立近代美術館フィルム ・ ライプラリ ー




